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伝統的修復部材である「ガンゼキ」を用いた装飾古墳の修復の試み
～熊本県山鹿市所在・国史跡オブサン古墳における例～

装飾lll峨飢学蛍,洲眼坂l 1 -階太郎

1 経緯

2016(､lf成28) イ｢に発生した熊本地震は、かつて絲験

したことない催人な被樗を熊本ﾘ関にもたらした。装飾!lilri

をはじめとする文化11ｲも多数が被災する中、占峨において

は、墳丘の削れやIi察内の積ｲiにﾉ#みや亀裂がﾉ|ﾐじている。

また4)1 14 1 1の|}i麓、 4ﾉ1 161 1の水震後に続く余鰹は

数千ILIIにも及び、「揺れ」によるダメージの蓄積は碓実に文

化財に及んでいる。今|[llの熊本地鰻が充牛する以前の熊本

県立装飾1li峨館（以卜、古峨館とする）では、2007年1県T7Z装帥l'i峨即（以i､、i~rr戦郎とする）では、ZUU/fiz 1 写真エ、

jlに、横1 1 1 ,',.lr1i (I!i噴館移設)、塚坊i皇｢L｢墳（和ﾉl<III].)などを対象に、保存施設内環境のモニタリ

ングを|＃|始した（池l｣_l ･菊川・ｲ;ﾉjilt2009)。

古噛館では、この3簡所のデータ収集を契機に、現(I1に雫るまで、熊本ﾘ,41"の16箇所で保存と

公ljMに資するためのモニタリングを実施している。

今後は地潅発ﾉ|伽と後のデータを比鮫し、地震によるき欄した装飾iIT埴や保存宗の修復を検討す

ることになるが、県内にあるいくつかの｢#墳では、イi判勾の積f･iが緩んだことによる上砂の流失が

報告されており、応急的に上砂流失をllめる措満が必要となった。

肥後古代森lll腱地|〆にあるｵブｻﾝ占畷j:!'|いでは玄窄､li膣及び淡道部ｲ､j･近のｲT積みが地震の｢揺

れ」により，jいたことで、イi材のlNlに充填してあった粘質のI符い上砂が流出し、窄隙が生じている。

管蝿|､｣1体である|||鹿IIi教育委幽会とり,↓文化課による現地玄会の後に､流出した'二砂の代わりに｢ガ

ンゼキ」,ri l ) ･'j:1,( 1で充填する4＃がIII能であるか帝かについて1_l餓館に検I;､Iするよう連絡が入った。

これにより、占埴館では、 IJ,g'IIIi'hの大戸昇南Ili埴､'典‘において笈絨のある「ガンゼキ」をオブ

サン｢L『埴で川いるための準術検,i､|に入った。

2準備

占墳館では先の県文化課との''/:会後にl l l"'|j教育興全と

オブサン,li峻の現地確認を実施した結果、土砂の流失して

いる筒所は玄崇、前察、羨道部の7ケlﾘfであった。

またオブサンI I I･峻の構造は、玄案前に鉄柵を取り付け保

繼している密閉されていない空lHlを持っている。

-万､ ｢ガﾝゼｷ｣でｲ伽のｸI噂隙をl1l!めた実績』典:！のある

ﾉ<ﾉi鼻|､航ITh'iは人nとイi柏前に2咽の鉄扉を持ち密閉され

た空間を持っている。 写真2

今回開放された牢|H1で使川が検I;､lされる「ガンゼキ」は高湿度ドで伽化する‘『|ﾐ賀を持っており、

l'12燥したｸ洲lに放縦すると、炎liliが|'|帷している"i;2)。また外気淵が,闘い奥季では冬季と比'鮫して

砿化する1I,filllがl1lくなることが､ ll1ﾘlしている。

以|-のﾉDI,(を蹄まえると密閉されていないオブサン占埴では外気の流人によりｲj室内環境が/fく安定

な状態であるIIWが想定される。つまりi1,,1度が安定しない状態で「ガンゼキ」の硬化に熊畏が生じ、
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均一にならないことが懸念される。

また、大戸鼻1,Nll噸での「ガンゼキ」の充填が3月の春

季であったのに対し、今回の充填が7月というIMIIドであ

ることも、「ガンゼキ」中の水分が急速に蒸発することで、

充填作業II1に艇化してしまう蒋も惣定される。

これらの要因を考慮し、より良い状態でこの「ガンゼキ」

を硬化させるために、「ガンゼキ」の作製方法や{1雛時間の

卿縮をl:犬しなければならない。この点を考慮すればオブ

サンll『瞳で用いる「ガンゼキ」が効果的に川いる'I;がnl能

であると考えた。

写真(ヨ

3 「ガンゼキ」の製作と留意点

今I1｣1も字-|市iM腺水道管蝿組合の松川氏に「ガンゼキ」γ):"1の製作を依頼した。前項で述べたよう

にオブサン占峨で使用するにあたって､現状に合わせた適切な「ガンゼキ」の作製が必要である。'ii3）

今IIIIの留意した点をまとめる。まず硬化に要する時間を腱めにする

ために、やや「＃iliり」を強くしてもらった。また、松川氏の肋｢;.によ

り松の葉を煮詰めた煮汁を「ガンゼキ」に加えることで、硬化が急速

に進む場合に|ljび柔らかさを維持するようl:火した。

－篭令

ソ

4オブサン古墳における「ガンゼキ」の使用

､If成28年7月71 1に｢ガﾝゼｷ｣製作Jj:!,L昂とｵブｻﾝTI蛾への充

填作業を実施した。

*l'|fにある｛1紫場で作製した「ガンゼキ」をビニール袋で淵#lし

た状態で搬送した。製作から1時間後にオブサン,li墳に到蒜し作業を

始めた。

､'111の天気は快IIIfで､日中の女(ilulは30度を超えた。当初の想定通り、

ビニール袋から取り州した「ガンゼキ」は急速に砿化し始めた。この

砿化を防ぐために密閉したビニール袋から少11tずつ取りl1lし、さらに

ゴルフボール大にﾒLめて使川した。

次に各筒所での什業内容について述べる。

今1n1の地震による「揺れ」でﾉl皇じた茨道部のﾂ;噌隙は比鮫的狭いため、

大きな塊のままでは奥まで充填川来ないのでﾒLめた塊をひも状に伸ば

し、その「ガンゼキ」を指または棒状工具で押し込み充填した。

-/j、前宅と玄窄にある石材は「揺れ」によりイi材間にやや広い雫’

J 1 ÷ 1 』 wー写-J‐1 1 ノTEｰ”ｰ11＝ｰ’ｰ ノゾーｰb」ーーー ′し…児1111ィ』軍
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写真4

議
た状態で搬送した。製作から1時間後にオブサン,li墳に到蒜し作業を

始めた。

､'111の天気は快IIIfで､日中の女(ilulは30度を超えた。当初の想定通り、

ビニール袋から取り州した「ガンゼキ」は急速に砿化し始めた。この

砿化を防ぐために密閉したビニール袋から少IItずつ取りl1lし、さらに

ゴルフボール大にﾒLめて使川した。

次に各筒所での什業内容について述べる。

今1n1の地震による「揺れ」でﾉl皇じた茨道部のﾂ;噌隙は比鮫的狭いため、

大きな塊のままでは奥まで充填川来ないのでﾒLめた塊をひも状に伸ば

し、その「ガンゼキ」を指または棒状工具で押し込み充填した。 写真5

-/j、前宅と玄窄にある石材は「揺れ」によりイi材間にやや広い空隙がﾉ|ﾐじている。そこで羨道

部に比べて塊の人きさを軟式ボールノ<に杵り変えて空隙に光域した。いずれも充填後は表liliを均す

にfWめ、不必要な川力を掛けないよう配慮した。

以|:で本,li墳での作業は完｣'した。

なお、今Inlの允喚にあたっては、＋砂の流失を防ぐ4;が1 1 1'l9であるので、空隙をill!めるにfWめ、

ｲ-i砿みの隙間に残る|:砂の撤去は一ﾘjfj:わなかった．

今後は充填した「ガンゼキ」の経緯観察が必要である。以lil実施した人ﾉ i脚｢1i境とは災なり、密

'11された保存施I没をｲiしないオブサン古埴において、これらの「ガンゼキ」がどのように砿化し、

かつ変化していくのかをモニタリングしなければならないと,痔えた。
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そのためのモニタリングとして、各地点（羨

道部、前室、玄室）での環境測定（温湿度）を

計画した。あわせて「ガンゼキ」の状態を確認

するに目視と触診が必要となる。そこで、使用

する機材としてOnSet社HOBOpmv-2U23-001

を選定し、1時間間隔で記録することとした。

また目視と触診については、従来の研究で「ガ

ンゼキ」が硬化し始めてからほぼ3日間で表

面上は硬化し、その後は外的には大きな変化

が無いことから、3日を経過後は、1月毎の

経過観察する事とした。

次の項でその結果を示し考察を述べる。

I

黙

5観察温湿度データからみた「ガンゼキ」

まず本古墳において、充填した箇所は7ケ

所（図①）である。

グラフ①は各箇所で計測した温湿度データ

である。

まず湿度から見ると外気に近い羨門・羨道

部では、約50％から100％まで大きく振れ

ている。しかしながら、前室では約75％か

ら100%と振れ幅が狭くなり、さらに玄室で｛

を保っている。

さらに玄室では

2

魔1郵丁『診=…ず…
図①ガンゼキ充填箇所及びロガー配置

*本因は熊本県準古墳趨合親告■《雛本県画19脚）より転哩

70％まで下がる事は稀で、ほぼ90％以上の高湿度
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次に、ル&度を兇ると、淡道部では、約31｡Cから約2℃まで大きく振れている。しかしながら、

前宗では振れIIII1Iが狭くなり、さらに玄案でも振れIIIMが小さい。このことは先行研究である「入村樅

<群第27号蛭の柵湿I蛎|測についてひとよし雁史研究節19号細IIIIEM･下柴友美f」（下柴・

福l112016)で指摘されており、今l111の,il測でもl!il様の絲果がlllている。このことは、開放された

ｸi豐間であっても、外気の影群が大きい入I I｛､1-近から奥の玄事まで、ある腱度の距離があり、かつ石

室内に空隙などが生じて外女(流人が無い場合淳では、 ・定の淵湿度が保たれる似向にあることが判

明した。

更に温度データを杣ll)してみた。グラフ②がそれである。

温度を兇ると、外気のⅢ1度変化にIjlっ帳られて、淡逆部での温度が大きく振れているのに対し、

前室と玄察ではそのII11I1が小さい。さらに夏季を兇てみると、振れ'|1冊は小さく、股高温度も前室でも

27℃ｲ､l･近でllまっており、玄室では虹に1℃以上低いことが読み取れる。このことは、「ガンゼキ」
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グラフ②

の状態にどのような影稗を/j.えるかﾉ>IIIIのI洲査において砿典である。

次に||視と触診による観察結果を述べる。

充填I11I:後の｢ガンゼキ｣の表liliはまだ柔らかく、指で11IIすと簡噸にIII1む。しかし夏季の尚朏ドでは、

l llf間足らずで炎liiが仙化し始めた。特に人l lに近い茨l''1．淡逆部では、衣曲iが乾き始めた。一方、

前室と玄室の「ガンゼキ」の表liliはなめらかで滞れており、硬化の兆候は見られなかった。

"8Hの確認では、茨l''1 ．錠道部に光域した「ガンゼキ」の表liliは乾いており、触診ではまだ柔

らかさは残っていたが、指でl1IIしてもII1Iまなかった。一方、｜町窄と玄宰に充填した「ガンゼキ」の

"niはなめらかであり桁でIIIIすとややIIIIんだ．

31 1後の観察では錠l'11 ･淡逆部に允岐した「ガンゼキ」の炎1hiは定金に'l吃いていており触診では

指で強くl.lllしてもli'lまなかった。また>llll蒲'浄はﾉ|:じていなかった。 ≦ﾉ'j､前室と玄宅に充填した｢ガ

ンゼキ」の炎Imはなめらかではあるが指でl111してもl''lまなかった。

lケノ1が絲過した81-171 1の観察)ﾘT兇である。錠l111 .淡逆部に充填した「ガンゼキ」の表liliは石
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材と同様に硬化しており指で押しても凹まなかった。今回も剥落や亀裂は生じていなかった。一方

で前室と玄室に充填した「ガンゼキ」の表面は充填後と変わらずなめらかであるが、指で押しても

凹まなないほど硬化していた。

約5ケ月が経過した12月ll日のモニタリングでも､各充填箇所で顕著な変化は認められなかっ

た。また「ガンゼキ」は硬化し、空隙から脱落することなく填まっている。

6結果及び考察

今回の熊本地震では多くの文化財が損傷している。中でも古墳は石材を積み上げてドーム状の空

間を造り、その表面を土砂で厚く覆っている構造物である。今回の熊本地震による「揺れ」では石

材が大きく動きズレが生じており、本来密着していなければならない箇所に空隙が生じることで、

石材の過重により安定していた石室の石材崩落が懸念される。

このような状況下において、流失した土砂の補てんとしての「ガンゼキ」には一定の効果がある

と考える。しかしながらあくまで応急的措置であり、石室の安定には土木工学による措置が必要と

なる。また「ガンゼキ」が大量生産に向かないなどの課題はある。

この伝統的修復部材である「ガンゼキ」の経過観察を続け、その結果を分析検討し、修復を必要

とする現場にフィードバックすることで文化財保護の一助となることを期待したい。

註l ガンゼキは宇土市轟泉水道の補修に使われている目地漆喰である。原料は地元で採取された粘りのある赤土と只灰

と塩に松葉の煮汁を加え、阿蘇熔結凝灰岩製の臼で突き混んで製作するものである。宇土市史によれば「ガンゼキ」と

カタカナで表記する事が通例である。筆者は以前の研究では平仮名で「がんぜき」と表記してきたが、本稿からは片仮

名での表記に改めるものである。

註2 日本文化財科学会第28回大会研究発発表『装飾古墳修復材料の研究一「がんぜき」を用いた試み」での結果による（坂

1 1・池田ほか2011)。

註3宇土市綴泉水道管理組合の松川氏の言によれば、気温や湿度により原料の割合や突く回数を変えているとのことで

ある。実際に今回の「ガンゼキ」は夏季であり、また製作から1時間以上後に充填作業を実施するため、平時より突く

回数を多くし、粘りを強めに作製して頂いている。
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